平成１８年６月１２日

スチレンモノマーの価格修正について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三菱化学株式会社

三菱化学株式会社（本社：東京都港区、社長：冨澤 龍一）は、スチレンモノマーに関し、本年７月１日国内向け出荷分から＋２０円／ｋｇの価格修正を実施する事と致しました。

スチレンモノマー事業を取り巻く環境は、昨今の原油・ナフサ価格高騰の影響から、エチレン及びベンゼンの原料コストが上昇している状況にあります。本年第２四半期の国産基準ナフサ価格は５０，０００円／ｋｌ（本年１Ｑ比８％アップ）を越えることが見込まれる一方、ベンゼン価格も直近の東アジア地区のスポット価格は約１，０００＄／トン、米国スポット価格は約３８０セント／ガロンと過去最高水準近くにまで上昇しており、今後も原料コストの高値膠着が継続することが予想されます。また、原油価格の高騰に伴うユーティリティコストも上昇しており、原料コストの上昇と相まって事業収益を大きく圧迫しています。
また、需給面では、中国を始めとするアジア市場における堅調な誘導品需要等を背景に、アジア・日本国内とも逼迫した需給環境が継続しており、スチレンモノマーの海外市況は、１２００＄／トンを超える高い水準で推移しております。

これら状況に鑑み、当社はコストの更なる上昇による収益悪化の回避、および事業採算の改善を図るべく、今回の国内価格の是正を行なうものであります。

1． 対象品目　：　スチレンモノマー

2． 値上げ時期：　平成１８年７月１日出荷分より

3． 値上げ幅　：　国内向け＋２０円／ｋｇ
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